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【丸紅情報システムズについて】 

丸紅情報システムズは、最先端 IT を駆使した付加価値の高いソリューション・サービスをお客様視点で提供するソリュ

ーションプロバイダです。製造・流通・サービス・小売・金融を中心とする様々な業界の知見やグローバルな視点、高度

な提案力を強みとし新たなソリューション・サービスの提供を通じて、お客様の期待を超える新しい「価値」を創出しビジ

ネスを支援します。 

 

＜お問い合わせ先＞  

丸紅情報システムズ株式会社  

URL: http://www.marubeni-sys.com/  

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 3-12-18 渋谷南東急ビル  

広報部 広報課（プレス関係者窓口） 

電話：03-5778-8885 ファックス：03-5778-8999 

 

＜製品に関するお問い合わせ＞  

丸紅情報システムズ株式会社 

プラットフォームソリューション事業本部 ストレージ・インフラソリューション二部 

電話：03-5778-8670 

 

＊文中の製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。 

＊ニュースリリース記載の情報は発表日現在の情報です。記載の情報は予告なく変更される場合があります。 


